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■国語に注目したきっかけ
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■地学教育上の意義
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国語に注目したきっかけ



国語に注目したきっかけ

http://www.nier.go.jp/11chousa/11mondai_chuu_kokugo_b.pdf

平成２３年度全国学力・学習状況調査 中学校国語

古生物学が題材。

知人（現在、科博研
究員）の書き下ろし。

小4年国語の説明文教材
昭和52～平成3年度使用：「キョウリュウの話」（尾崎 博）
平成4～平成13年度使用：「キョウリュウをさぐる」（小畠郁夫）

小4国語教科書（光村図書 平成12年度版）

国語教科書のなかの地学



小4国語教科書（光村図書 平成12年度版）

小4年国語の説明文教材

理科で化石
を学ぶのは
小6から 語彙力

以
下
略

国語教科書のなかの地学

小5年国語の説明文教材
昭和55～昭和60年度使用：「大陸は動いている」（竹内 均）
昭和55～昭和60年度使用：「富士は生きている」（森下 晶）
昭和61～平成13年度使用：「大陸は動く」（大竹政和）

小5国語教科書（光村図書 昭和58年度版）

国語教科書のなかの地学



小5年国語の説明文教材（昭和55～昭和60年度使用）

小5国語教科書（光村図書 昭和58年度版）

国語教科書のなかの地学

中
略

国語教科書のなかの地学

小5国語教科書（光村図書 昭和58年度版）

中学理科
の内容

地学的な時
間センス

小5年国語の説明文教材（昭和55～昭和60年度使用）

中
略



小5国語教科書（光村図書 昭和58年度版）

高校地学
の内容

国語教科書のなかの地学

小5年国語の説明文教材（昭和55～昭和60年度使用）

中
略

小5国語教科書（光村図書 昭和58年度版）

科学の
お作法

国語教科書のなかの地学

小5年国語の説明文教材（昭和55～昭和60年度使用）

中
略

高校地学
の内容



国語教科書のなかの地学

小5年国語の説明文教材（昭和61～平成13年度使用）

中
略

小5国語教科書（光村図書 平成12年度版）

長らく「大陸移
動説」は説明文
の題材だった。

国語教科書のなかの地学

小5国語教科書（光村図書 平成12年度版）

中
略

高校地学
の内容

小5年国語の説明文教材（昭和61～平成13年度使用）

長らく「大陸移
動説」は説明文
の題材だった。



国語教科書のなかの地学

昭和50年代から平成13年度まで、小学校の国語教科書には
「恐竜」や「大陸移動説」など地学テーマの説明文があった。
・理科の学習内容の先取り
・非日常的な話題（悠久の地球史）
・自然の事物・事象への興味関心の喚起
・科学的な思考や表現力の育成

・理科の教科書よりも面白いかも。

ところが、
平成14～22年度使用の教科書には「恐竜」や「大陸移動」など地

学テーマの説明文がない。“ゆとり教育”による教科書記述の削減
の影響かも。

＊光村図書（シェア６割）の例

平成23年度以降使用の教科書では、自然科学を題材をした
解説文が増加し、地学テーマも復活。

→ これより紹介します。

国語教科書のなかの地学

64年ぶりに「稲むらの火」が教科書に復活（平成23年4月）

安政元年（1854年）11月5日16時頃、潮岬沖を震源とするM8.4の地震が発生。

中学理科1年（啓林館）
郷土・村民を愛護するために尊き犠牲的精神を発揮し、
天災地変の間によく多くの人命を救助した五兵衛の崇高
な行為に共感させようとするものである。

http://inamuranohi.jp/inamuranohi/inamura‐for‐teacher/



国語教科書のなかの地学

小5国語教科書（光村図書 平成28年度版）

小5年国語の説明文（平成23年度以降使用）

中
略

以下、河田氏
による改訂版

「稲むらの火」
が続く。

平成23年東北地方太
平洋沖地震の発生前
に編集・検定された。

国語教科書のなかの地学

小5年国語の説明文（平成23年度以降使用）

中
略

小5国語教科書（光村図書 平成28年度版）

改訂版
「稲むらの火」

平成26年度検定・28年度

から使用の教科書では、
以下のような「前文」と「東
北地方太平沖地震」に触
れた一文が追加された。



国語教科書のなかの地学

小5国語教科書（光村図書 平成28年度版）

小5年国語の説明文（平成23年度以降使用）

中
略

表（データ）
の活用

写真の
活用

国語教科書のなかの地学

小5国語教科書（光村図書 平成28年度版）

小5年国語の説明文（平成23年度以降使用）

中
略

中
略

グラフ
（データ）の

活用

写真の
活用



国語教科書のなかの地学

小5国語教科書（光村図書 平成28年度版）

小5年国語の説明文（平成23年度以降使用）

レポートや
論文作成と

同じ

△

△

△：科学教育の視点では、

恣意的なデータ利用となる
恐れのある表現である。

○

○

国語教科書のなかの地学

昭和50年代から平成13年度まで、小学校の国語教科書には「恐竜」や「大陸移
動説」など地学テーマの説明文があった。
・理科の学習内容の先取り
・非日常的な話題（悠久の地球史）
・自然の事物・事象への興味関心の喚起
・科学的な思考や表現力の育成

ところが、
平成14～22年度使用の教科書には「恐竜」や「大陸移動」など地学テーマの説明文がない。
“ゆとり教育”による教科書記述の削減の影響かも。

平成23年度以降使用の教科書では、自然科学を題材をした
解説文が増加。
・5年教科書に地学テーマが2編

「百年後のふるさとを守る」（「稲むらの火」の復活）
「天気を予想する」（新規の題材）

・実生活に関連する話題（地震、津波、気象）
・表、グラフ、写真など資料（データ）の活用

＊光村図書の例 【ここまでのまとめ】



 各種の地図や画像を作成し、それを
読み解き必要な情報を解析すること
ができる。

 世界中のデータや情報を収集し、そ
の内容を読み解いて必要な情報を
得ることができる。またそのための
語学力を有している。

 さまざまな対象や現象を観察あるい
は観測し、記載することができる。

地球惑星科学の学びを通じて獲得すべき
基本的な能力

昨年は「地質図
の活用」を発表

しました

地学教育上の意義

言語活動を通じた授業改善のイメージ例（文科省）

大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の
参照基準 地球惑星科学分野

（日本学術会議 地球惑星科学委員会、2014）

＜抜粋＞

地学教育上の意義

国語の説明文教材に地学の題材があると、

■ 特定のテーマの記述に紙面を費やせるので、理科の教科書よりも説明が丁寧。

■ 名文に接することで、論理的な思考力や表現力が育成される。

■ 地球惑星科学の誇りとなる。

地球惑星科学の人材育成として、

■ 興味・関心のきっかけの場となる。

■ 必要な基礎知識（または語彙）を習得する場となる。

■ 観察あるいは観測し、記載する能力を習得する場となる。
・表、グラフ、図、写真を効果的に利用した文章力。

■ 事実（およびデータ）にもとづいて考えを述べる“科学の作法”を習得する場となる。


